
漢字練習カード(基礎)Ｉ名前［ ］ 

1．反対のことばの組み合わせをさがして（）に書きましょう。
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2．その他の反対のことばを､辞書で調べてみましょう。
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意味・反対語探し

漢字の意味が理解できているかどうかをみる問題です。漢字を覚えると共に意味を

理解し、反対語も同時に学習するとおぼえやすいです．



］ 漢字練習カード(基礎）Ⅱ名前［

かんけい

１．人の体lこ関係ある漢字を集めてみましょう。

） 部（頭

） 頭部以外（手

１，かん＿・」

し､くつ集められたでしょうか｡図鑑などでも調べてみましょう。

2．生き物に関係ある漢字を集めてみましょう。

生き物（烏 ） 

しｋ＜ぶつ

3．公園にある植物に関係ある漢字を集めてみましょう。

） 植物（花

4．色の名前はいくつ書けるでしょう。

） 色（白

5．天気に関係ある漢字を集めてみましょう。

） 天気（雨

6．食べ物に関係ある漢字を集めてみましょう。

食べ物（米 ） 

意味・意味による分類

仲間の言葉が分かるかどうかをみる問題です。仲間の言葉を集めて覚えると印象に

残ります。辞書で調べて言葉を広げていくのも楽しいです。



漢字練習カード(基礎）Ⅲ名前［

つぎのことばは､いくつかのことばからできています｡分けてみましょう。

例計算問題（計算・問題）
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飛行機（

学級文庫（

江戸時代（

低学年（

まちが

２．（）の中のことばの中で､間違っているものはどれでしょう｡Ｏをつけましょう。

（不登校・不正解・不公平・不会員）

（作人・作家・作者）

（便長・校長・船長・園長）

（駅員・運員・船員）

（歌手・助手・教手・選手）

語構成

意味単位で言葉が区切れるかどうかをみる問題です。ひとつの言葉の頭や後ろに

別の言葉がついて新しい言葉が作られます。いくつかの決まりがあるのですが、ク

イズのようにして遊びながらおぼえていくといいでしょう。

3.つぎの漢字の筆順をたしかめましょう。

馬飛女図友乗発

字形筆順

漢字の筆順を確認する問題です。字形に注意を払い、筆順通りに書くことは、形

がきれいに書ける近道にもなります。



漢字練習カード(基礎）Ⅳ名前［ ］ 

1．つぎの文の太字のことばの読み方をつけましょう。

例のように､線を引いた漢字の一部分を音読みするとかんたんです。

例お菜を篝[朱書]菜する｡(お米をついて白くすること｡）

１．歌い終わると拍手がおきた。

2．おいしいおかずがたくさんあったので､ご飯をたくさん食べました。

3．学校でうさぎを飼育する。

4．わたしは保育士になりたい。

5．小さい時、交通事故にあいました。

読み・文脈からの読み

知らない漢字を含んでいても文意から読めるかどうかをみる問題です。知っている

漢字を手がかりに多くの文章を読み進めることで、語彙が増えます。新しい語彙は辞

書で読み方や意味を調べておくことも大切です。

2．読みがなをかきましょう。
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読み・訓

特別な読み方ができるかどうかをみる問題です。日本語の中でよく使われるの

で、日にちの読み方、物の数え方などができるようにしておきましょう。



漢字練習カード(基礎）Ｖ名前［ ］ 

1．線がついた漢字と同じ読み方の字をえらび､Ｏをつけましょう。
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音読み

漢字の音読みを確認する問題です。漢字を読んで、正しく発音できることが大切

です。濁音と清音の区別がない言語に接すると区別できなくなる二とがあります。
意識して発音練習をしましょう。

勧音(きゃ・きゅ.きよ)、勘長音（きゃあ・きゅう・きょう）が正しく書けるよ
うに読みがなをつける練習も大切です

2.同じ漢字で､ちがう読み方をすることばにＯをつけましょう。
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読み・熟語

同じ漢字でも、組み合わせによって読み方が変わることがあります。読み方の変

化がわかるかどうかをみる問題です｡辞書で言葉集めをして語彙を増やしましょう。
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（》こ『） )の中から正しい漢字をえらび､Ｏをつけなさい。

心の（暖かい.温かい）人です。

電車のドアが（開きます．空きます．明きます

その服はみち子さんに（会います・合います）。

木から・リスがすがたを（表す.現す）。

かがみに自分を（写す・移す・映す）。
本を（借りる・貸りる）。

)。

文脈からの漢字選択

同音異義語やまぎらわしい漢字を見分けられるかどうかをみる問題です。同音異義語や

まぎらわしい漢字は、漢字の持つ意味を考えながら覚えるようにしましょう。



漢字練習問題(基礎)Ⅵ名前［ ］ 

1．□に入る漢字をさがしましょう。（ヒント様･側･合･社･静･形）

2.どんな漢字が入るでしょう。（ヒント電･事･作･車･先･前･使・心･出）

書き・熟語

どれだけ熟語を知っているかをみる問題です。同時に熟語概念を教えましょ

う。漢字や熟語でしりとりゲームをしてみると楽しく覚えられるでしょう。

3.（）にひとつだけちがうものがまじっています｡ちがうことばにＯをつけましょう。

１．（雪・雲・晴・明）２．（回る・動く・見る.考え）

３（読む・話す・書く．答え）４．（止まる．歩く．動き・走る）

５．（登り.取る.買う。習う）６（短い.長い.高さ．低い）

７．（半・牛・馬・犬） ８．（席・子・門・戸）

用法・品詞

名詞・形容詞・動詞の違いが分かるかをみる問題です。送りがなによって異なる

品詞になることに気付いてほしいです。
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